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現
代
に
お
け
る
「
都
市
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
共
有
」
や
「
集
合
的

記
憶
の
形
成
」
が
、
都
市
居
住
者
に
と
っ
て
い
か
に
困
難
な
状
況
に

あ
る
か
。
都
市
生
活
者
が
自
ら
の
立
ち
位
置
を
確
認
し
、
ま
ち
と

の
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
く
こ
と
が
、
個
々
の
生
活
の
質
を
高
め

て
い
く
う
え
で
も
、
地
域
の
持
続
可
能
性
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
も
、
い
か
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
か
。
前
号
（
第
八
話
）
で
は
、

「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
に
関
連
す
る
二
つ
の
取
り

組
み
、
地
図
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
ウ
エ
マ
チ
Ｍ
Ａ
Ｐ
）
と
物
語
作
成

型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
ア
ー
ト
な
ま
ち
の
探
検
隊
）の
紹
介
を
と
お
し

て
、
現
代
の
民
俗
地
理
的
実
践
と
も
い
う
べ
き
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
と
そ
の
意
義
を
問
う
た
。�

　
前
号
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
加
藤
政
洋
氏
（
立
命
館
大
学
文
学
部

助
教
授
）
に
よ
れ
ば
、
近
世
大
坂
で
は
、
都
市
周
縁
部
に
配
置
さ
れ

た
寺
や
墓
地
が
、
流
動
性
の
高
い
都
市
に
生
き
る
人
び
と
の
記
憶

を
集
積
す
る
装
置
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
。
寺

や
墓
地
な
ど
、
周
縁
や
境
界
性
を
有
す
る
場
を
巡
拝
す
る
生
活
文

化
を
盛
ん
に
楽
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
が

都
市
住
民
に
共
有
さ
れ
、
ま
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
集
合
的

記
憶
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。�

　
周
縁
や
境
界
性
は
、
物
理
的
な
意
味
を
な
す
だ
け
で
な
く
、
彼

岸
と
此
岸
、
生
と
死
な
ど
、
多
分
に
心
理
的
な
意
味
や
機
能
を
有

す
る
装
置
で
も
あ
る
。
と
り
わ
け
こ
こ
で
意
識
し
て
お
き
た
い
の

は
、
周
縁
や
境
界
が
も
た
ら
し
て
く
れ
る
、
他
者
の
存
在
へ
の
気
づ

き
、
自
ら
を
相
対
化
し
て
み
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
の
視
点
の
獲
得
で
あ
る
。�

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
す
る
現
代
。
単
一
の
価
値
観
を
超
え
て
、

多
様
な
価
値
観
を
受
け
止
め
る
集
合
的
記
憶
の
創
造
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
る
と
す
れ
ば
、
他
者
へ
の
気
づ
き
を
促
す
文
化
的

装
置
と
し
て
、
都
市
に
お
け
る
周
縁
や
境
界
性
に
再
び
ど
う
向
き

合
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

　
そ
の
意
味
で
、
改
め
て
上
町
台
地
を
見
つ
め
て
み
る
と
、
大
阪

市
内
を
南
北
に
走
る
台
地
の
西
側
の
エ
ッ
ジ
に
は
、
彼
岸
と
此
岸
、

生
と
死
の
境
界
を
象
徴
す
る
寺
町
が
位
置
し
、
時
間
を
超
え
た
他

者
の
存
在
へ
の
気
づ
き
を
も
た
ら
す
構
造
が
あ
る
。
北
の
エ
ッ
ジ

は
大
川
。
水
の
流
れ
は
歴
史
的
に
異
文
化
を
出
会
わ
せ
る
役
割
を

果
た
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
東
と
南
の
エ
ッ
ジ
は
、
便
宜
上
Ｊ
Ｒ

環
状
線
の
軌
道
で
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
近
現
代
の
装
置

大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ

大阪・上町台地発

都心居住文化の創造へ
大阪・上町台地発

都心居住文化の創造へ
（第9話）

は
じ
め
に

当
事
者
の
一
人
称
の
つ
ぶ
や
き
か
ら

ま
ち
の
課
題
を
と
ら
え
る
試
み

は

他
と
比
べ
て
ど
う
か
と
い
う
判
断
か
ら
の
優
先
順

位
づ
け
で
、と
り
あ
え
ず
は
代
替
可
能
で
あ
ろ
う
。
当

る
か
と
い
う
の
は
大
き
な
課
題
で
あ
る（
そ
れ
に
関

て
は

「
Ｃ
Ｅ
Ｌ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
）
。

●
『
論
争
　
格
差
社
会
』
文
春
新
書
編
集
部(

編)

　
二
〇
〇
六
年�

●
『
リ
ス
ク
と
つ
き
あ
う
』
吉
川
肇
子
　
ゆ
う
ひ
か
く
選
書
　
二
〇
〇
〇
年�
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で
あ
る
鉄
の
軌
道
と
区
境
が
重
な
る
こ
の
エ
ッ
ジ
は
、
近
現
代
史

を
物
語
る
エ
ッ
ジ
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
エ
ッ
ジ
の

東
側
に
は
、
在
日
コ
リ
ア
ン
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
外
国
籍
住

民
が
暮
ら
す
生
野
区
が
あ
る
。�

　
一
般
的
に
「
上
町
台
地
」
と
い
う
場
合
、
上
町
台
地
上
の
Ｊ
Ｒ
環

状
線
の
内
側
エ
リ
ア
を
対
象
と
考
え
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
で
は
、
上
町
台
地
特
有
の
周

縁
や
境
界
性
が
持
つ
意
味
を
積
極
的
に
活
か
し
て
い
く
た
め
に
、

Ｊ
Ｒ
環
状
線
の
東
側
に
広
が
る
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
を
拠
点
地
域
の
一

つ
と
し
て
い
る
（
図
１
）。�

　�

���

　
少
々
話
が
飛
躍
す
る
が
、
他
者
の
存
在
へ
の
気
づ
き
、
自
ら
を

相
対
化
し
て
み
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
視

点
の
獲
得
、
こ
れ
こ
そ
、
異
な
る
背
景
を
持
つ
複
数
の
拠
点
地
域
・

活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る

会
」
の
活
動
を
貫
く
特
性
で
あ
る
。�

　
そ
の
性
格
を
端
的
に
反
映
し
た
取
り
組
み
が
、
月
に
二
回
程
度

開
催
さ
れ
て
い
る
、
小
さ
な
学
び
合
い
の
場
「
上
町
台
地
・
一
〇
〇

人
の
チ
カ
ラ
！
」
で
あ
る
。
同
会
の
理
事
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
中
で
縁
を
結
ん
で
い
る
実
践
家
や
研
究

者
等
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
き
、
立
場
を
超
え
て
対
等
な
関
係
で
対

話
を
繰
り
広
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
互
い
を
相
対
化
す
る
視

点
の
交
錯
が
醍
醐
味
の
一
つ
で
あ
る
。�

　
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
七
日
に
、
第
一
回
「
新
し
い
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
地
元
に
密
着
す
る
」（
ゲ
ス
ト:

李
有
師
氏
・
も
う
ひ
と
つ

の
旅
ク
ラ
ブ
理
事
長
）
で
ス
タ
ー
ト
し
、
以
降
、
第
二
回
「
入
院
し

て
儲
か
っ
た
? !
」（
ゲ
ス
ト:

山
口
悦
子
氏
・
大
阪
市
大
小
児
科
医

師
）
、
第
三
回
「
我
が
ま
ち
記
念
館
『
直
木
三
十
五
記
念
館
』
」（
ゲ

ス
ト:

小
辻
昌
平
氏
・
直
木
三
十
五
記
念
館
事
務
局
長
）
、
第
四
回

「
骨
太
の
方
針
で
多
文
化
共
生
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
る
」（
ゲ

ス
ト:
榎
井
縁
氏
・
と
よ
な
か
国
際
交
流
協
会
事
業
課
長
）
…
…
と
、

実
践
に
根
ざ
し
た
多
彩
な
視
点
・
顔
ぶ
れ
が
並
び
、
二
〇
〇
六
年

九
月
一
二
日
現
在
で
第
三
二
回
に
至
る
。�

　
毎
回
刺
激
に
満
ち
た
話
題
提
供
と
対
話
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の

だ
が
、
そ
の
中
の
一
つ
を
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
以
下
に
紹
介
し
た
い
。

集
合
的
記
憶
の
創
造
や
地
域
社
会
の
課
題
の
克
服
に
向
け
て
、
一

人
称
と
し
て
の
当
事
者
の
尊
重
を
起
点
に
、
公
共
の
問
題
へ
と
視

点
を
相
対
化
し
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
挑
戦
し
、
見
事
に
具

現
化
し
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
。
二
〇
〇
六
年
六
月
二
二
日
に
開

催
さ
れ
た
、
第
二
九
回
「
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦
」

で
、
「
生
野
区
地
域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」（
二
〇
〇
六
年
四

月
）
の
策
定
委
員
会
「
在
日
韓
国
朝
鮮
人
・
外
国
籍
住
民
部
会
」
の

部
会
委
員
長
を
務
め
た
呉
光
現
（
オ 

ク
ァ
ン
ヒ
ョ
ン
）
氏
か
ら
う
か

�
都心居住文化の創造へ�

�

図1　上町台地界隈�

互
い
を
相
対
化
す
る
視
点
の
交
錯�
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て
儲
か
っ
た
? !
」（
ゲ
ス
ト:

山
口
悦
子
氏
・
大
阪
市
大
小
児
科
医

師
）
、
第
三
回
「
我
が
ま
ち
記
念
館
『
直
木
三
十
五
記
念
館
』
」（
ゲ

月
）
の
策
定
委
員
会
「
在
日
韓
国
朝
鮮
人
・
外
国
籍
住
民
部
会
」
の

部
会
委
員
長
を
務
め
た
呉
光
現
（
オ 

ク
ァ
ン
ヒ
ョ
ン
）
氏
か
ら
う
か

が
っ
た
同
地
域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
魅
力
で
あ
る
。�

����

　
生
野
区
に
は
五
〇
ヵ
国
約
三
万
五
千
人
の
外
国
籍
住
民
が
暮
ら
し

て
い
る
と
さ
れ
、
生
野
区
の
人
口
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
。

外
国
籍
住
民
の
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
韓
国
・
朝
鮮
籍
住
民
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
社
会
に
先
駆
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
境
界
に

向
き
合
い
、
多
文
化
共
生
の
模
索
を
重
ね
、
多
く
の
知
恵
を
育
ん

で
き
た
地
域
で
も
あ
る
。�

 

「
生
野
区
地
域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
は
、
そ
の
蓄
積
が
あ
っ

て
こ
そ
の
成
果
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
全
国
初
と
い
わ
れ
る
ア
プ
ロ

ー
チ
で
、
五
つ
の
作
業
部
会
の
一
つ
に
「
在
日
韓
国
朝
鮮
人
・
外
国

籍
住
民
部
会
」
を
設
置
。
他
の
四
部
会
（
「
高
齢
者
部
会
」「
こ
ど

も
部
会
」「
し
ょ
う
が
い
者
部
会
」「
女
性
部
会
」
）
で
も
、
生
野
区

の
地
域
福
祉
の
担
い
手
で
あ
る
多
く
の
在
日
コ
リ
ア
ン
が
メ
ン
バ

ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。�

 

「
地
域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
策
定
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
国

が
実
施
し
た
「
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
」
に
由
来
し
て
い
る
（
図

２
）。
改
正
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
の
中
で
、
市
町
村
の
地
域
福
祉
計

画
策
定
が
規
定
さ
れ
、
大
阪
市
で
も
二
〇
〇
四
年
三
月
に
「
大
阪
市

地
域
福
祉
計
画
」
を
、
ま
た
同
年
三
月
大
阪
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

も
「
大
阪
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
策
定
。
こ
れ
ら
の
計
画
を
、

よ
り
生
活
に
身
近
な
ス
ケ
ー
ル
で
具
体
化
し
て
い
く
た
め
に
、
区

レ
ベ
ル
で
の
住
民
参
加
に
よ
る
課
題
の
洗
い
出
し
に
基
づ
く
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。�

　
こ
の
住
民
参
加
と
い
う
要
件
に
、
生
野
区
の
関
係
者
は
ど
う
向

き
合
っ
て
い
っ
た
の
か
。
「
在
日
韓
国
朝
鮮
人
・
外
国
籍
住
民
部

会
」
の
副
委
員
長
を
務
め
た
金
光
敏
（
キ
ム 

ク
ァ
ン
ミ
ン
）
氏
は
、

「
住
民
自
治
に
向
け
た
生
野
区
民
の
挑
戦
―
人
権
・
共
生
を
機
軸

に
し
た
生
野
区
地
域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
試
み
―
」（
大
阪

市
政
調
査
会
『
市
政
研
究
』
二
〇
〇
六
年
夏
号
）
の
中
で
、
次
の
よ

う
に
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。�

�

《
…
す
で
に
生
野
区
内
の
地
域
福
祉
の
現
場
で
は
、
在
日
コ

リ
ア
ン
の
介
護
・
福
祉
施
設
や
有
資
格
者
が
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
人
び
と
を
無
視
し
て
地
域
福
祉
を

論
じ
た
と
こ
ろ
で
意
味
が
な
い
と
い
う
認
識
は
す
で
に
共
有

さ
れ
て
い
た
。
（
中
略
）
結
果
的
に
、
策
定
委
員
会
に
は
、

既
存
の
地
域
団
体
の
代
表
者
や
地
域
福
祉
の
専
門
家
、
在
日
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生
野
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地
域
福
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ク
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ン
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の
挑
戦�

図2　社会福祉基礎構造改革と地域福祉計画�
　　（「大阪市地域福祉計画」概要版から部分抜粋）�

◆住民と行政の協働でまちづくりを進めるために（地方分権の推進）�

◆福祉サービスをつないでいくために（福祉サービスの総合化）�

◆地域の課題を地域で解決するために�

◆一人ひとりが主人公であるために�

●地域福祉計画策定の視点�

平成12年に関係法を改正。�

利用者本位の社会福祉制度の確立と地域

福祉の推進を柱とし、社会福祉法に市町

村が地域福祉計画を策定することを規定。�

�

社会福祉基礎構造改革�

少子・高齢社会
の進展、家庭機
能の変化など�

保護・救済だけでなく、
すべての人に関わるもの�
�
子育て・介護など、だれ
もが抱える生活課題を解
決し自分らしい生活を送
るために必要なもの。�
�

限られた人の保護・救済�

【従来の福祉の考え方】� 【現在の福祉の考え方】�

�
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系
民
族
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
従
事
者
、
一
般
区
民
公
募
で
選
ば
れ

た
住
民
な
ど
、
多
種
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
策
定
委
員
会
の
下
に
、
「
こ
ど
も
」
「
女
性
」
「
し
ょ
う

が
い
者
」
「
高
齢
者
」
「
在
日
韓
国
朝
鮮
人
・
外
国
籍
住
民
」

の
、
い
わ
ゆ
る
一
〇
〇
人
委
員
会
と
呼
ば
れ
る
作
業
部
会
が

発
足
し
、
さ
ら
に
幅
広
い
各
界
各
層
の
人
び
と
が
集
ま
り
、

議
論
を
は
じ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
》�

�　
策
定
委
員
会
（
三
七
名
）
・
作
業
部
会
（
策
定
委
員
を
含
め
一
三

〇
名
）
・
代
表
者
会
議
（
五
つ
の
作
業
部
会
代
表
者
）
等
が
設
置
さ

れ
、
延
べ
一
二
〇
回
に
も
及
ぶ
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
区
民
向
け
の
中
間
報
告
会
（
二
〇
三
名
参
加
）
、

四
日
間
の
住
民
座
談
会
（
四
〇
二
名
参
加
）
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
と
、
徹
底
し
て
住
民
の
声
を
聞
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
貫
か
れ
て

い
る
。
ま
た
、
共
同
研
究
者
と
し
て
一
四
名
の
大
学
院
生
・
大
学

生
が
作
業
部
会
に
加
わ
り
、
企
画
・
調
査
の
実
施
や
議
事
録
の
作

成
、
原
稿
執
筆
な
ど
で
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
る
の
も
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
（
図
３
）
。�

　
ま
さ
に
「
協
働
」
の
実
践
と
し
て
、
参
加
者
の
総
力
で
策
定
さ
れ

た
様
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
参
画
し
た
メ
ン
バ
ー
自
ら
が
筆
を
と
っ

て
ま
と
め
た
同
プ
ラ
ン
の
報
告
書
は
一
四
八
ペ
ー
ジ
の
厚
み
を
持

ち
、
二
〇
〇
四
年
四
月
の
策
定
委
員
会
設
置
か
ら
二
〇
〇
六
年
四

月
の
策
定
ま
で
、
二
年
間
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
対
話
の
結
晶
と
い

う
べ
き
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。�

����

　
生
野
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、〈
生
野
区
地

域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
「
話
し
あ
い
の
ル
ー
ル
」
〉
と
し
て

「
そ
の
１. 

生
野
区
の
地
域
福
祉
の
発
展
の
た
め
に
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
（
策
定
委
員
会
、
作
業
部
会
は
み
ん
な
が
力
を

合
わ
せ
て
、
話
し
あ
い
を
す
る
場
。
た
と
え
外
で
は
仲
が
よ
く
な

い
と
し
て
も
…
）
」
「
そ
の
２. 

み
ん
な
が
自
由
に
話
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
」
「
そ
の
３. 

批
判
し
な
い
で
、
発
展
的
に
話
を
展
開

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
「
そ
の
４. 

専
門
家
で
な
い
人
の
意
見
を
ま

ず
聴
き
ま
し
ょ
う
（
専
門
家
が
発
言
す
れ
ば
結
論
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
の
で
…
）
」
「
そ
の
５. 

原
則
と
し
て
代
理
出
席
は

で
き
ま
せ
ん
（
継
続
し
て
話
し
あ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
た
だ
し
、

継
続
し
て
参
加
で
き
る
メ
ン
バ
ー
と
し
て
増
員
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
）」
と
い
う
「
協
働
」
の
た
め
の
原
則
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。�

　
金
光
敏
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
五
部
会
総
勢
一
〇
〇
人
か
ら
な

る
作
業
部
会
員
は
、
生
野
区
で
暮
ら
す
、
働
く
と
い
う
共
通
項
以

外
に
、
ま
っ
た
く
会
っ
た
こ
と
も
な
い
人
び
と
で
あ
り
、
思
想
信

�
都心居住文化の創造へ�

�

図3  「生野区地域福祉アクションプラン」の策定には�
　　　多様な専門分野の大学院生・大学生が協働のパートナーとして参加�
�

実
体
と
し
て
の
協
働
を
実
現
す
る
基
盤�

共同研究者の所属大学�

大阪大学大学院  医学系研究科�

大阪市立大学大学院  文学研究科博士�

関西学院大学  社会学部�

同志社大学大学院  文学研究科�

大阪府立大学  社会福祉学部�

関西福祉科学大学�

立命館大学  産業社会学部人間福祉学科�

桃山学院大学  社会学部�

桃山学院大学  社会学部�

京都大学大学院  文学研究科�

兵庫県立大学大学院  看護学研究科�

大阪大学大学院  文学研究科 �

奈良佐保短期大学  非常勤講師�

関西学院大学大学院  社会学研究科 �

�

所属作業部会�

高齢者部会�

在日部会�

しょうがい者部会�

こども部会�

しょうがい者部会�

在日部会�

高齢者部会�

女性部会�

こども部会�

在日部会�

女性部会�

しょうがい者部会�

女性部会�

高齢者部会�
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域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
「
話
し
あ
い
の
ル
ー
ル
」
〉
と
し
て

「
そ
の
１. 

生
野
区
の
地
域
福
祉
の
発
展
の
た
め
に
み
ん
な
で
力
を

る
作
業
部
会
員
は
、
生
野
区
で
暮
ら
す
、
働
く
と
い
う
共
通
項
以

外
に
、
ま
っ
た
く
会
っ
た
こ
と
も
な
い
人
び
と
で
あ
り
、
思
想
信

条
も
ば
ら
ば
ら
で
、
日
本
人
と
在
日
コ
リ
ア
ン
、
ま
た
在
日
コ
リ

ア
ン
同
士
も
、
普
段
か
ら
連
携
が
あ
る
人
び
と
で
は
な
か
っ
た
」
。

慎
重
に
議
論
を
進
め
て
い
く
た
め
に
「
参
加
者
が
共
通
し
て
確
認

し
た
こ
と
は
、
何
よ
り
も
議
論
の
過
程
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
た

と
え
考
え
の
ち
が
う
意
見
が
あ
っ
て
も
相
手
を
否
定
し
な
い
こ
と
、

ま
た
議
論
の
過
程
で
無
理
解
に
よ
る
差
別
的
発
言
が
で
て
き
て
も
、

そ
の
こ
と
を
契
機
と
し
互
い
が
変
化
す
る
と
い
う
姿
勢
を
持
と
う

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。�

　
そ
し
て
、
協
働
の
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
目
標

と
し
て
、「
私
た
ち
み
ん
な
の
住
む
ま
ち
が
、
相
手
の
こ
と
を
思
い

や
り
、
共
に
生
き
共
に
支
え
合
い
、
だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
な
っ
た
ら
い
い
な
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
き
、
プ
ラ
ン
づ
く
り
の
土
台
と
な
る
考
え
方
と
し
て
「
人
権
の

尊
重
」
「
住
民
主
体
」
「
利
用
者
本
位
」
「
安
心
と
安
全
」
「
社
会
的

孤
立
や
排
除
を
お
こ
さ
せ
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
「
公
・
民
協
働
」
を

掲
げ
て
い
る
。�

����

　
こ
う
し
て
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
協
働
の
策
定
作
業
の
中
で
、
も

っ
と
も
時
間
を
費
や
さ
れ
た
の
が
地
域
福
祉
の
課
題
を
明
ら
か
に

す
る
作
業
で
あ
っ
た
と
い
う
。
地
域
に
生
き
る
一
人
ひ
と
り
が
直

面
し
て
い
る
問
題
を
、
地
域
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
直
し
、
協
働

で
課
題
解
決
に
取
り
組
む
方
向
性
を
模
索
し
て
い
く
た
め
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
各
作
業
部
会
の
知
恵
を
集
め
た
結
晶
と
し
て
、
報

告
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。�

　
徹
底
し
て
当
事
者
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
く
姿
勢
は
圧
巻
で
あ

る
。
当
事
者
の
つ
ぶ
や
き
に
こ
だ
わ
り
、
一
人
称
の
つ
ぶ
や
き
を

公
共
の
課
題
へ
と
相
対
化
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
、
等
身
大
の
プ

ラ
ン
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
結
実
し
て
い
る
。
ま
た
、
五
つ
の
部
会
を

横
断
す
る
視
点
が
随
所
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
点
も
、
他
者
の
立

場
に
立
ち
、
耳
を
傾
け
る
と
い
う
協
働
の
原
則
か
ら
導
き
出
さ
れ

た
果
実
で
あ
る
。�

　
ど
の
部
会
の
内
容
も
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

の
一
つ
「
高
齢
者
部
会
」
の
内
容
を
例
に
と
っ
て
、
上
記
の
特
徴
を

紹
介
し
て
お
き
た
い
。�

　�●
高
齢
者
を
め
ぐ
る
七
つ
の
つ
ぶ
や
き
と
ア
ク
シ
ョ
ン�

  

（
以
下
報
告
書
か
ら
部
分
抜
粋
）�

�

課
題
（
悩
み
）
１:

す
る
こ
と
で
き
る
こ
と
（
役
割
）
が
少
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
　
　
小
地
域
お
助
け
隊（
有
償
声
か
け

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
活
動
の
展
開�

課
題
（
悩
み
）
２:

気
軽
に
集
ま
り
人
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
　
　
既
存
の
施
設
を
活
か
す�

課
題
（
悩
み
）
３:

家
に
一
人
で
い
る
こ
と
が
多
く
、
話
し
相

手
も
い
ま
せ
ん
　
　
空
き
家
や
空
き
店
舗
の
活
用�

課
題
（
悩
み
）
４:

訪
問
販
売
や
詐
欺
事
件
が
多
く
、
不
安
で

す
　
　
悪
徳
商
法
や
詐
欺
被
害
の
情
報
を
住
民
同
士
で
共

有
し
ま
す�

課
題
（
悩
み
）
５:

入
院
時
や
災
害
時
に
頼
れ
る
人
が
い
ま
せ

ん
　
　
災
害
時
等
の
要
介
護
高
齢
者
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム

の
検
討
、
要
介
護
高
齢
者
・
し
ょ
う
が
い
者
等
を
含
め
た

合
同
避
難
訓
練
の
実
施�

課
題
（
悩
み
）
６:

介
護
の
こ
と
や
施
設
の
状
況
が
わ
か
り
ま

せ
ん
　
　
緊
急
時
等
入
所
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
の
設
置
、

施
設
利
用
時
の
健
康
診
断
書
の
統
一
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

付
き
の
催
し
（
講
演
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
等
）
の
開
催�

課
題
（
悩
み
）
７:

在
日
韓
国
朝
鮮
籍
で
年
金
・
介
護
・
交
流

で
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
　
　
在
日
韓
国
朝
鮮
籍
高
齢
者

の
生
活
支
援
を
は
か
る�

�

CEL SERIES

大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ�

�
都心居住文化の創造へ�

�

当
事
者
の
つ
ぶ
や
き
を
丹
念
に
集
め
て�
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報
告
書
で
は
、
前
記
の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
（
悩
み
）
ご
と
に
、
よ

り
ミ
ク
ロ
な
つ
ぶ
や
き
を
拾
い
出
し
、
そ
れ
ら
の
背
景
に
あ
る
課

題
を
整
理
し
、
現
状
を
分
析
し
た
う
え
で
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
内
容
を
引
き
出
し
て
い
る
。
「
一
人
で
倒
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。

孤
独
死
な
ん
て
い
や
や
な
あ
。
と
な
り
近
所
が
温
か
く
見
守
っ
て

ほ
し
い
な
あ
」
「
一
人
暮
ら
し
で
入
院
し
た
ら
洗
濯
や
家
賃
の
支
払

い
が
心
配
や
わ
」
「
介
護
者
が
入
院
し
た
時
な
ど
、
緊
急
に
入
院
で

き
る
施
設
を
増
や
し
て
ほ
し
い
な
あ
」
「
介
護
し
な
が
ら
で
も
行
け

る
ケ
ア
付
き
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
講
演
会
が
増
え
た
ら
な
あ
」
「
年

金
が
な
い
人
が
多
い
ね
ん
。
気
軽
に
相
談
で
き
た
ら
な
あ
」
等
々
、

ど
の
つ
ぶ
や
き
も
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
、
胸
に
迫
る
切
実
さ

が
あ
り
、
そ
の
重
み
を
協
働
で
受
け
止
め
て
搾
り
出
し
た
知
恵
と

し
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
説
得
力
に
富
む
も
の
で
あ
る
。�

　
ま
た
、
他
部
会
の
議
論
の
中
で
も
高
齢
者
へ
の
ま
な
ざ
し
は
忘

れ
ら
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
「
こ
ど
も
部
会
」
は
、
地
域
社
会
の
中

で
小
学
校
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
触
れ
、「
高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い

者
な
ど
が
集
う
場
所
と
し
て
、
つ
か
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。
保
健
室
を
開
放
し
、
地
域
住
民
の
健
康
相
談
を
受
け
付
け

る
。
図
書
室
も
、
地
域
住
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
開
放
す

る
。
高
齢
者
が
給
食
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
の
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
…
」
と
、
そ
の
可
能
性
を
豊
か
に
描
い
て
い
る
。�

 

「
在
日
韓
国
朝
鮮
人
・
外
国
籍
住
民
部
会
」
で
は
、
在
日
コ
リ
ア

ン
の
高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い
者
が
年
齢
を
重
ね
て
い
く
に
つ
れ
、

情
報
の
伝
達
か
ら
疎
外
さ
れ
や
す
く
、
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
か

ら
外
れ
や
す
い
現
状
、
体
力
の
減
退
と
と
も
に
大
き
な
孤
独
感
や

不
安
を
抱
え
込
ん
で
い
く
問
題
を
重
視
。
在
日
高
齢
者
問
題
を
緊

急
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
生
活
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
の

ア
イ
デ
ア
と
し
て
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
た
る
べ
く
在
日
コ
リ
ア

ン
も
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
な
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
福
祉
特

区
（
制
度
上
の
規
制
緩
和
）
の
提
案
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。�

�

　�

��

　
単
一
の
価
値
観
を
超
え
て
、
多
様
な
価
値
観
を
受
け
止
め
る
集

合
的
記
憶
の
創
造
や
、
他
者
へ
の
気
づ
き
を
促
す
文
化
的
装
置
、

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
存
在
の
重
要
性
を
入
り
口
に
、
生
野
区
で

の
協
働
の
実
践
の
一
部
を
紹
介
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
背
後
に
は
、

数
々
の
困
難
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
積
み
残
さ
れ
た
課
題

も
あ
る
だ
ろ
う
。
が
、
全
国
の
自
治
体
の
約
七
割
で
策
定
さ
れ
て

い
る
と
い
わ
れ
る
地
域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
中
で
、
生
野

区
の
実
践
が
極
め
て
先
駆
的
な
挑
戦
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
の
挑
戦
を
可
能
に
し
た
背
景
に
、
生
野
区
が
歴
史
・
文
化
的
に

内
包
し
て
き
た
他
者
性
や
境
界
性
、
そ
こ
に
由
来
す
る
痛
み
や
克

服
へ
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
こ
と
を
心
に
留
め
て
お
き
た
い
。�

　
そ
し
て
、
生
野
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
一
人
称
を
起
点
と
し
な
が

ら
相
対
化
さ
れ
公
共
化
さ
れ
た
視
点
を
、
生
野
区
の
外
へ
と
投
げ

か
け
て
み
た
時
、
そ
れ
は
決
し
て
生
野
区
固
有
の
課
題
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
、
少

子
高
齢
社
会
に
お
け
る
都
市
居
住
の
課
題
そ
の
も
の
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
、
向
か
う
べ
き
道
を
照
ら
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。�

（
大
阪
ガ
ス 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所 

客
員
研
究
員
）��

�
都心居住文化の創造へ�

�

参
考
資
料:

『
生
野
区
地
域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
』�

（
生
野
区
地
域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
四
月
）�

※
大
阪
市
生
野
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
掲
載�

 h
ttp

://ik
u
n
o.k

u
sy

ak
y
ou

.or.jp
/action

/action
/sh

ou
sai.p

d
f�

「
住
民
自
治
に
向
け
た
生
野
区
民
の
挑
戦
―
人
権
・
共
生
を
機
軸
に
し

た
生
野
区
地
域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
試
み
―
」（
金
光
敏
、
大
阪

市
政
調
査
会
『
市
政
研
究
』
二
〇
〇
六
年
夏
号
）�

� 第
九
話
の
終
わ
り
に�
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